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定量的空間経済モデルに基づく交通政策評価手法の開発
―道路拡幅は交通混雑の緩和につながるのか―
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定量的空間経済モデルとは

• 交通改善の空間的効果の評価に広く利用されている

• 経済活動の空間分布を変革する主要な構造である集積の経済を考慮

定量的空間経済モデルの課題

1. 輸送費用が低下(e.g.道路拡幅)すると必ず人口が分散する

ストロー現象が表現できていない

2. 交通混雑が考慮できていない

先行研究

Allen and Arkolakis (2022):交通混雑 ストロー現象

Sugimoto et al.(2025):交通混雑 ストロー現象

本研究の目的

• 定量的空間経済モデルが持つこれら2つの課題を解決

• 道路拡幅をはじめとした交通基盤整備が経済活動の空間分布に与え
る影響を効果的に評価する手法を開発

背景と目的1. 効率的計算法3.

今後の課題5.

▲ 高速道路撤去時(=輸送費用増加時)

の人口変化予測結果2)
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リンク𝑘𝑙の輸送費用: 𝑡𝑘𝑙 = 𝑡𝑘𝑙 Ξ𝑘𝑙
𝜆 (1)

地域𝑖𝑗間の移動に経路𝑎を使った時の輸送費用:𝑑𝑎,𝑖𝑗 = ς𝑘,𝑙∈ℒ𝑎.𝑖𝑗
𝑡𝑘𝑙

交通量配分

• 地域間の移動に使える経路は大量に存在

• 各経路の輸送費用は他経路の交通量に依存

⇒1つのリンクの輸送費用変化が

すべての経路の輸送費用・交通量に影響

⇒道路拡幅の影響評価には

配分交通量と経済活動分布の繰り返し計算が必須

1. 隣接地点間の経路選択も考慮したモデルへの拡張
地域間を結ぶ道路は一本ではなく，地域によっては数え切れない
ほどの道路があり，その交通量をすべて足すのは難しい．

2. 空間解像度の細分化に頑健な計算手法の開発
モデルの計算にはすべての地域で厳密に正の人口が必要．空間解
像度が高くなって人口が0の地域が出ると直接計算ができない．

仮想的都市で全都市間の車線数を1.4倍にした時の人口変化予測結果

• ストロー現象を表現

• 都市の位置関係の影響を考慮

• 中都市から大都市への移動

• 同じ中規模の都市でも大都市

周辺だと人口の減少が緩やか

実都市へ適用した場合

具体的な交通改善の影響を評価
東名高速の一部区間(下図†)の車線数を2倍にした時の人口(各IC利用台数)及び交
通量の変化を予測

• 車線拡幅区間の交通量が増加
• 隣接区間の交通量も微増
• その他の区間の交通量は変化なし

• 車線拡幅区間前後の人口が増加

• それ以外の地域では人口減少

減少 人口 →増加

従来モデル 拡張モデル
各都市のアメニティ水準
(住みやすさ=人口の多さ)

アメニティ水準と
車線拡幅後の人口の関係

この部分の
車線数を
2倍に

結果4.

モデル2.
従来モデル
の人口

拡張モデル
の人口

しかし，日本全体の道路網でこの繰り返し計算は非現実的

➢ CES関数の仮定と(1)式の仮定より，リンク交通量を起終点の経

済状況と固有の輸送費用のみで表せる形にできる
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−
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⇒市場均衡の計算に混雑を組み込める

⇒配分計算をすることなく，リンク交通量を計算できる!

アメニティ水準と人口の関係

2つの先行研究を統合
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車線数変更前の人口分布と輸送費用分布
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一区間だけ車線数を2倍にした時

の人口や交通量の変化

交通量リンク固有の輸送費用
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交通混雑の強さ

消費者物価指数 生産者物価指数
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† 地理院地図を加工して作成
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